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第19図長岩層の紡錘虫化石

1a-bエオスタフェラ･ウルトラギガンテア五05〃痂θ伽刎伽硲な伽加αKo趾YAsHI

2a-bシュウドスタフェラ･アンティグアア∫例603〃痂3〃σ"〃勿刎ω(DUTK皿エTcH)

3a-bシュウドスタフェラ･ヤポニカPs舳ゐ∫まψε〃αゴ砂｡肌如αK0BAYAs皿3a

4プロフズリネラの一種Pro!洲刎伽8肋sp.縦断面×30

(1-4Ko趾YAsH11973より)

擁､

誰鹸

1a縦断面1b横断面×60

2a縦断面2b横断面×40

縦断面3b横断面×30

長岩層は本地域東端にこれも鬼丸層と同様に南北

に細長く分布する.下位の鬼丸層との接合関係はよく

わから校い.ここでは一応パラコンフォｰミティｰと

しておく.

本属は白色ないし灰白色の糖状石灰岩からなる.凝

灰岩を原岩とするホルンフェルスの薄層がわずかにみら

れる.全層厚は500m+である.

化石は接触変成作用によりほとんど残されていない.

小坪沢入口の露頭(第17図)でケェテｰテスがみつかった

だけである一ここでは変成を免れた他地域の長岩層か

ら得られた標本を図示することにする(第18･19図).

かみありす

第18図は横田の北方15kmの上有住(岩手県気仙郡住

よも雪ばた

田町上有住)蓬畑沢で採れたケエテｰテス･ナガイワエ

ンジスの薄片標本である.湊正雄･加藤誠両氏の

“UpperCarboniferouscora1sfromtheNagaiwaSeエies,

SouthefnKit出amiMountains,N-E一加pan"(Jo肌

F｡αS.L,H.kkaid.Univ.,｡eL4,平｡1.16.1974)から拝借

した.ケエテｰテスは以前床板さんごと考えられてい

たが今日それを硬骨海綿とする見解が定着しつつある.

小林文夫氏は模式地長岩(砦李媒大船渡制噸郁廠岩)

の本鰯から多くの紡錘虫を記載された1叩蝸u脇互ぬ◎f

the脇細欄狂◎エ醐色i㎝㍗丁臓棚｡P概､閉㈱斌曲S･｡咀

J･p･n苗N田S正主n･.92茱!973).それによると本属は下部

のミレレラ帯と上部のプロフズリネラ帯に分けられる.

ミレレラ帯からエオスタフェラ･ウノレドラギガンテア

(第19図1a･1b)シュウドスタフェラ･アンティグア

(第19図2a･2b)カミ産する.プロフズリネラ帯からは

シュウドスタフェラ･ヤポニカ(第19図3a･3b)プロフ

ズリネラの一種(第19図4)が産する.もし横田地域

の長岩層も変成されてい在ければ同様の紡錘虫化石が

含まれているはずである.

紡錘虫は前期バシュキｰル世～前期モスクワ世を示す.

湊･加藤両氏(M･･蛆｡･ndK蛆01974前出)のさんご化

石の研究からも同様の結論炉得られている.いずれに

せよナムｰノレ世時にその初期の堆積物を欠くとみられ

る.すなわち鬼丸層と本属との間には時間的間隙があ

るというのが現在の定説である.

以上で横田の石炭系についての紹介を終る.
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